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一 般 質 問 

平成３０年９月１２日（水） 

 

６番  長原 徳治  議 員 

 

１． 連携中枢都市圏について 

①札幌市の連携中枢都市圏構想に対する石狩市の考え方は 

②ビジョン構想の具体的内容は 

③今後のタイムスケジュールは 

④国の法制化の動きとの関連は 

 

２．子供医療費無料化について 

①対象年齢を２年生まで拡げる考えはないか 

 

３．まちづくり計画とＳＤＧｓ（エスディージーズ）について 

①ＳＤＧｓの取り組み方について 

②石狩市都市骨格方針の策定状況とＳＤＧｓについて 

③石狩市まち・ひと・しごと総合戦略とＳＤＧｓについて 

④フードバンクの取り組みとＳＤＧｓについて 

 

４．高齢者の社会参画について 

①今後、高齢化社会への対応について。ジェロントロジー等の考え方は 

 

５．文化振興について 

①文化芸術基本法の改定による市の文化振興計画の策定「表現の自由」等への評価について 

②囲碁の学習を放課後活動として取り組むことはできないか 

③公民館本館の改修等、今後の方向について 

 

６．市長選に向けての市長のご所見について 

①市長は新聞に於いて退任を表明したと報じられているが、これまでを振り返ってのご所見について 

 

 

 

１５番  加藤 泰博  議 員 

 

１．市長の勇退表明について 

①現在の心境は 

②５期20年の総括は 

 

２．国道の吹雪対策について 

①防風林の設林について 
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②スノーポールの設置について 

 

３．八幡コミセンのトイレについて 

①和式一基を洋式化に 

②既在洋式トイレを暖房便座に 

 

４．聚富小中学生の通学先について 

①選択を申し出る時期はいつごろか 

 

５．がん検診の受診率向上について 

①石狩市のがん死亡の実態について 

②コール・リコールについて 

 

６．トーメン団地周囲の環境保全について 

①市所有地のニセアカシアの伐採・除去を望む 

 

 

 

１０番  上村 賢  議 員 

 

１．北海道新幹線建設に伴う発生残土について 

①札幌市の秋元市長は、2018年４月26日の定例記者会見で、掘削残土を、市外にもお願いをする

というケースも出てくるかもしれないと回答をしている。隣接する石狩市は候補地の一つとし

て考えられますが、秋元市長の回答に対し石狩市は、どのように受け止めているのか伺う。ま

た、これまで石狩市に対して、発生する残土の受け入れについて、自治体や民間業者より相談

や受け入れ依頼を受けた事があるのか伺う 

 

２．多文化共生について 

①在住目的別の外国人の５年間の人口と年齢の推移 

②これまで石狩市が取り組んで来た、多文化共生への取り組みについて伺う 

③就労や生活をする外国人の増加が見込まれる中で、外国人が住みやすい街づくりを考えていか

なければならないと思われるが、今後の課題や取り組みについて、どの様に考えられているの

か伺う 

 

３．特殊詐欺の対策について 

①本年２月５日、石狩市の70代男性が弁護士を名乗る男らに裁判の取り下げ費用名目で現金

1,600万円をだまし取られる、架空請求詐欺事件の報道があった。これまでに、石狩市で把握

している、振り込め詐欺等の特殊詐欺の被害状況について伺う 

②今回市内で起きた事件では、コンビニエンスストアの決済代行サービスを数十回利用しての犯

行とお聞きしていますが、これまで石狩市が行って来た特殊詐欺への対策を伺う。また、この

事件が起きて市民へ啓発活動は実施されたのか伺う 
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４．生ゴミ・食品残渣の状況および今後の取り組みについて 

 ①ゴミ焼却施設では、年に４回以上ゴミ質分析を行うことが義務付けられていますが、北石狩衛

生センターへ持ち込まれている可燃ゴミの中で、生ゴミの組成割合を過去４年間伺う。また、

これまでに生ゴミの処理については、可燃以外の処理方法について検討がなされているのか伺う 

②石狩湾新港には、数多くの物流倉庫や食品加工場などの食品関連施設が存在しており、流通過

程から発生する、賞味期限切れや不良品などの食品廃棄物が多く発生していると思われる。食

品廃棄物については、食品リサイクル法に基づき、再資源化を行う事が定められているが、再

資源化の状況について伺う 

 

５．ホストタウンについて 

 ①2018年６月29日までに、ホストタウンの総登録件数は250件となっている。石狩市も登録に向

けて活動をされている事と思われますが、現在の状況を伺う 

②ホストタウンには、共生ホストタウンとして６件登録がありますが、石狩市は共生ホストタウ

ンの登録も視野に入れているのか考えを伺う 

 

 

 

１番  加納 洋明  議 員 

 

１．受動喫煙対策について 

①石狩市として独自条例の制定をすべき 

 

２．災害時備蓄品の整備を 

①乳児用液体ミルクの災害時備蓄の検討を 

 

３．新生児聴覚スクリーニング検査の公費負担を 

①石狩市の年間出生数 

②新生児の検査状況についての把握はされているのか 

③国や道からの検査の公費負担の通知に対して市としての認識について 

④公費負担の実施 

 

４．乳幼児健診について 

①乳幼児健診の項目に「白色瞳孔」の追加を 

 

５．地域包括支援センター 

①地域包括支援センターに愛称名を 

 

６．ブロック塀の安全対策について 

①市内学校施設の安全点検結果と対策について 

②通学路沿いにあるブロック塀の安全点検と対策は 

③民間の施設や住宅に係わるブロック塀の撤去・改修費用の助成の考えは 
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７．小中学生の登下校時の学習用具の軽減化を 

①石狩市の現状について 

②今後の取り組みについて 

 

８．市長の６選不出馬について 

①田岡イズムの後継者を指名しないことの意味合いは 

②取り組んできた街づくりの継続性の可能性について 

③新たなリーダーの街づくりの方向転換の可能性は 

④新たなリーダーに望むことは 

 

 

 

４番  蜂谷 三雄  議 員 

 

１．国保事業について 

①今年度から国保広域化がスタートした。 

来年度以降さらに保険料をはじめとした平準化の方向がさらに強まるものと危惧している。 

次年度に向けた保険料水準（納付額）の動向など現時点における状況について 

制度上、市町村独自の性格が強い制度の存続について 

広域化前の前期高齢者交付金及び療養給付費国庫負担金の取り扱いについて 

 

２．市財政運営について 

①国における異次元の低金利政策が長期に亘り現在も継続している。一方で市債の返還金利のな

かには高水準なものを継続して毎年返済している。以前、借換債が認められたことがあったが、

市の今後の財政健全化の一環として借り換え可能な制度化を求める考えについて 

合併特例債発行期限の再延長による活用方針と計画について 

 

３．先住民族の文化・遺跡の保存と地域対策について 

①北海道命名150年の表面的な意味での祝賀ムードがある一方で、蝦夷地の先住民族アイヌに対

する歴史的な検証や対策の大きな流れも起きてきているなかでの市の対応について。             

これまで、浜益がユーカラの発祥地であることは専門家も共通した認識となっているが今年度

からユーカラに光をあてる事業が予定されている。その進捗状況と今後の方向性について 

 

４．市行政事務等について 

①学校給食費滞納者への徴収強制執行及び議会の議決について 

②国等の機関が障がい者雇用者数を水増ししていたことが社会問題となっているが本市の実態

はどうなっているか 

③職員住居手当の不適切な事例が少なくない自治体があったが、本市の実態について 

④職員等駐車場使用料金のあり方について 

 

 


